Is it Necessary to Re-define "Death"? -A Philosophical Analysis- by 篠原 駿一郎













































































































































































































































































































































































































5) H.T.エンゲルハート、 H.ヨナスほか著(加藤尚武・飯田亘之常) 「バイオエシックスの
基礎」 (東海大学出版会、 1988年)の中の、ハンス・ヨナス(谷田信一訳) 「死の定義と再
定義」 p230。ただし引用の部分は筆者が適当にまとめた。
6)加藤一郎・竹内一夫・太田和夫・新美育文著「脳苑・臓器移植と人権」 (有斐閣、 1986年)
pl32 (加藤一郎)
7)前掲書「脳死と心臓死の間で」 plOl (宮城音弥)
8)たとえば加賀乙彦編「脳死と臓器移植を考える」 (岩波書店、 1990年)の中で、法学者の
中谷連子は加賀との対談で、 rサビニーという十九世紀のドイツの代表的な法律家がいる
のですが、その人が言うのには、 「人の死はあまりにも単純な自然現象なので、出生の時
点とはちがってその要素を厳密に確定する必要はない」」という話を紹介しているが、そ
れに続いてr死んだあと髭が伸びたとか、お棺の中で蘇ったという例もあるのに。 -三兆
「死」の再定義は必要か 75
候説でもまちがいがあり得るのです。」と述べているが、これなども「死」概念の唆昧さ
と、その通用の唆昧さとの混同である。 「死」の意味は明瞭だが適用を時々間違うのであ
る。
9)このことは、長崎大学生命間蓮研究会編「現代の生命像」 (九州大学出版会、 1993年)の
拙論r「脳死」と「人の死」j p69-70でやや詳しく論じた。
10)前掲書「脳死・臓器移植と人権」の中での移植外科医太田和夫の発音p118
(1996年4月30日受理)
